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は
じ
め
に
宿駅と助郷との紛争は、近世宿駅制度を遂行するために両者に
賦課された負担に対する利害関係に作なうものといえる。宿駅制
度
の
維
持
の
た
め
に
助
郷
制
度
が
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
紛
争
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
丸
山
雍
成
氏は紛争に至る宿駅と助郷との関係について「宿駅と助郷とは伝
馬役負担の配分を主要な契機とする利害関係にあるから、平常は
相互の共生関係の維持につとめて負担軽減の合理的慣行を生糸だ
すが、負担能力の限界を越えたとき、過重な負担追加を忌避して
（１）
転嫁しあい、紛争を起すのである。」と述べられている。又、こ
の過重負担転嫁は、宿駅と助郷間の承たらず助郷内部において
も、定助郷や加助郷をはじめとする各種助郷との間にも起り、こ
れらの間の利害対立へと拡大してくるのである。従ってこの紛争
を単に宿駅と助郷間の対立として一面的に把握すべきではなく、
Ⅲ宿駅と定助郷②上記二者を一体化したものと新規の助郷との関
（２）
係というふうに重層化し、複雑な現象を呈することに留意しなけ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
出
さ
れ
て
い
る
。
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
っ
また年代の下降とともに、交通量の増大やそれ仁伴なう助郷指
定範囲の拡大が促進されるにつれて、紛争件数の増加や助郷紛争
の複雑化した重層性が現象してくる。
紛
争
が
起
こ
る
具
体
的
な
原
因
と
し
て
は
、
宿
駅
側
の
人
馬
遣
い
の
問
題、特に常備人馬を遣い切らずに宿駅が助郷へ人馬を触れ当てる
という負担転嫁を行なう場合や、四人馬の遣い方の問題、さらに
は助郷側からの出人馬の不参・遅参や、病人・病馬・老人若童を
（３）
出すことなどに起因する例が多いといわれている。
小田原宿における数☆の助郷紛争においてもその大体の原因が
前
述
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
と
い
え
る
。
同宿における助郷紛争は、現在確認されるところでは、享保三
年・宝暦九年・文化十二’十三年。天保十二年の四件が知られて
おり、これらの助郷紛争については既に宇佐美ミサ子氏が数度に
（４）
わたって論文を発表され研究が進められているところである。同
氏によれば享保三年の紛争は、宝永四年の富士噴火による助郷村
の疲弊に伴なう負担の減免要求と、宿側の人足遣いの問題に起因
した宿ｌ助郷間の紛争であるが、特に注目すべきことは、この闘
争対象が実際には両者間の利害を越えて対領主への形態を取って
大
和
田
公
一
い
て
一
一
九
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一
、
文
化
十
二
－
十
三
年
の
助
郷
紛
争
の
経
緯
（６）
こ
の
紛
争
は
、
次
に
掲
げ
る
文
化
十
二
年
八
月
二
十
五
日
の
史
料
に
よ
れ
ば、
（マや）
一、宿・助郷出入一件之義者宿方御伝馬遣方無毎与不正之取計
致候二付、助郷一同大難渋、他領助郷か去暮奉御出訴、当正
月被召出（略）
とあるように、正確には文化十一年蟇、宿駅側の伝馬差配の不正
について道中奉行へ訴え出たところに始まっている。そして文化
十三年二月に内済となり、済口証文を取り智すことによって一応
の終局を見るのである。
訴訟の具体的な内容は済口証文によれば次のようである。
（表紙）
『文化十三丙子年
いるという宿駅制度の抱えた基本矛盾を内包するものとして位置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宝
暦
九
年
の
紛
争
は
、
同
年
に
定
め
ら
れ
た
囲
人
馬の遣い方をめぐる宿ｌ定助郷の紛争であるとされる。さらに、
文
化
十
二
’
十
三
年
の
紛
争
は
、
囲
人
馬
の
遣
い
方
を
め
ぐ
る
宿
ｌ
定
助
郷
、
宿
・
定
助
郷
ｌ
加
助
郷
間
の
紛
争
と
い
う
重
層
的
様
相
を
呈
す
る
も
の
であり、以後天保期においてもこの重層性という問題を紛争の主
要な論点として展開されている。
本小稿で取り上げようとする文化十二’十三年の紛争は、前述（５）
の
よ
う
な
重
層
性
を
も
つ
と
い
う
見
解
が
従
来
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
小稿ではこの紛争の重層性についてその主体に視点をあてること
に
よ
っ
て
検
討
し
て
ふ
よ
う
と
思
う
。
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宿助郷出入一件済口書上
二月
助郷』
差
上
申
済
口
証
文
之
事
相
州
足
柄
上
郡
山
田
村
外
弐
拾
ヶ
村
惣
代
山
田
村
名
主
七
郎
左
衛
門
外
壱
人が東海道小田原宿問屋半十郎外壱人井相州足柄下郡府川村助
郷
肝
煎
名
主
七
兵
衛
外
壱
人
江
相
懸
り
宿
馬
遣
方
出
入
申
立
、
去
女
戌
十
二
月
中
当
御
奉
行
様
江
御
訴
訟
申
上
、
去
亥
正
月
十
九
日
御
差
日
御尊判頂戴相附候所、当日相手方かも夫々返答書差上御吟味中
之
所
、
扱
人
立
入
再
応
御
吟
味
御
日
延
奉
願
上
、
懸
合
之
上
熟
談
内
済
仕
候趣意左二奉申上候、
｜、右出入扱人立入得与及懸合、夫々箇条を以取極候趣意左之
通り御座侯、
一、御定宿馬百疋
内
享
保
十
己
年
被
仰
出
候
囲
馬
五
正
宝
暦
八
寅
年
被
仰
出
候
囲
馬
拾
五
疋
〆
囲
馬
弐
拾
疋
引
残
而
宿
馬
八
拾
疋
右
継
方
之
儀
『
雇
馬
入
疋
差
加
正
路
二
御
継
立
可
仕
候
『病馬有之候節〈、何疋有之候共以来〈弐疋を限り二除可申、
且又忌馬之儀者相止〆可申候事、
一、添馬之儀〈、其荷形双方立合見分之上登り之分嵩高成御荷
○
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物江添馬相附、下り之分〈御先触之面助郷肝煎拝見之上、右
御先触面に随ひ御朱印御証文二限一纏拾駄継立候節者拾疋一一
壱疋宛之添馬可致事、
一、小竹立馬之義文化元年為取替茂有之候儀二付、当時五疋持
立残五疋之儀者来ル寅年迄一一持揃八拾疋二致し、都合小竹馬
者相止〆可申亭、
右ヶ条之通夫を対談相整、其外之儀者則規定書為取替、双方一
同無申分内済熟談仕偏二御威光与難有仕合奉存候、然上〈右一
件二付重而双方より御願筋毛頭無御座候、依之双方井扱人一同
連印済口証文差上申所如件、
右
弐
拾
壱
ヶ
村
惣
代
江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所
相
州
足
柄
上
郡
山
田
村
名
主
七
左
衛
門
代
兼
篠
窪
村
訴
訟
方
名
主
清
右
衛
門
同御代官所
同州足柄下郡小竹村
名
主
伊
右
衛
門
代
兼
黒田五左衛門知行所
同
州
同
郡
沼
代
村
名
主
儀
助
大久保加賀守領分
東
海
道
小
田
原
宿
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
相
手
方
問
屋
半
十
郎
同
覚
左
衛
門
同
領
分
足
柄
下郡府
川
村
助
郷
肝
煎
名
主七
兵
衛
同
州
同
郡
国
府
津
村
同
断
名
主覚
右
衛
門
道
中
御
奉
行
所
様
この済口証文に掲げられた内済の条件を追って行くと、まず囲
馬についての取極がなされている。囲馬についての詳細は後述す
るが、宿側の囲馬の遣い方について、助郷側が異議を申し立てて
いたことを指摘しておこう。次に、柄馬についての取極で二疋迄
は病馬として除かれることとなったようである。第三項は添馬に
関する問題であり、添馬は御朱印・御証文通行に限り伝馬十疋に
一疋宛が許可された。第四項は、小竹立馬の廃止を取り極めたも
のである。小竹立馬とは、
一、前をｊ小竹村二宿馬代二立馬致候而当時右村方二拾疋有之
（マも）
候処、享和年中小田原表二おゐて及出入、文化元酉年内済一一
および拾五ヶ年之内宿方立直り之道も相見候〈、、拾疋持立
（マも）
可申旨右証文有之未年限中二者候得共、今般厚御利解茂被為
在候二付、小竹立馬拾疋之内五疋今般持立、残り五疋之儀者
一一一
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三ヶ年相立候〈、特立、小竹馬相止可申亭、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
内
済
に
至
る
過
程
で
宿
方
が
差
し
出
（８）
した趣意書である。これによれば、小竹立馬とは小田原宿が困窮
等
の
た
め
宿
常
備
馬
を
揃
え
ら
れ
ず
、
足
柚
下
郡
小
竹
村
に
肩
代
り
さ
せ
た
十
疋
の
馬
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
こ
の
内
済
に
よ
っ
て
当
年
中
に
十
疋
の
内、五疋を廃止し、一一一年後の寅年（文政元年）迄には全廃する旨
が決定されたのである。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
訴
訟
は
宿
馬
の
追
い
方
を
め
ぐ
っ
て
、
足
柄
上
郡
山
田
村
を
惣
代
と
す
る
二
十
一
ヶ
村
が
小
田
原
宿
問
屋
二
名
・
助
郷
肝
煎
二
名
に
対
し
て
起
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
訴
訟
方
二
十
一
ヶ
村
は
、
従
来
加
助
郷
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
来
た
。
それは、小田原宿においては文化七年に八十二ヶ村・’万二一一一
九
九
石
八
斗
五
升
の
加
助
郷
が
下
附
さ
れ
た
こ
と
、
全
国
的
に
糸
て
こ
の
時
期
頃
加
助
郷
を
そ
の
主
体
と
す
る
紛
争
が
勃
発
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
小
田
原
宿
に
お
い
て
次
に
起
こ
る
天
保
期
の
紛
争
と
の
関
連
な
ど
が
そ
の根拠とされている。しかし、これらの指標が二十一ヶ村を加助
郷
と
断
定
す
る
論
拠
と
し
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
ま
た
史
料
上
か
ら糸ても疑問な点が多く、再検討の必要があると思われる。
以
下
こ
の
点
に
翻
意
し
、
文
化
十
二
’
十
三
年
の
紛
争
に
お
け
る
主
体
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
二
、
紛
争
の
意
義
イ
、
訴
訟
方
の
主
体
法
政
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学
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この二十一ヶ村とは、足柄上郡山田村・篠窪村・栃窪村・境別
所
村
・
柳
村
・
杉
本
村
・
久
所
村
・
田
中
村
・
北
田
村
・
井
ノ
ロ
村
・
藤
沢
村
・
比
奈
窪
村
・
半
分
形
村
・
五
分
一
村
・
遠
藤
村
・
小
船
村
・
中
村
原
村・上町村・小竹村・沼代村・境村の各村である。これらの諸村
（９）
を、文化七年の助郷帳によって見ると表１のようになる。この表
によって右二十一ヶ村の助郷の種類を見ると、その内十六ヶ村は
助郷勤高の内三分の一が定助郷、残り一一一分の二が加助郷動の村々
である。また中村原村・小舟村・上町村・沼代村・小竹村の五ヶ
村は定助郷動の村である。さらに表中の猿山村を始めとする純然
たる加助郷村戈は一村もこの訴訟に参加していないことが看取さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
訴
訟
方
二
十
一
ヶ
村
は
従
来
の
見
解
の
よ
う
に
加
助
郷
と
し
て
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
と
思われる。それではこの訴訟方二十一ヶ村はどのような相互関連
性
を
持
つ
集
団
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
二
十
一
ヶ
村
は
す
べ
て
小
田
原
藩
と
は
支
配
領
主
を
異
に
す
る
他
領
の
村
交
で
あ
る
こ
とがわかる。これらの村灸の支配関係をまとめると表２のように
なる。表によればこれらの村々は、幕領・旗本領、あるいは上記
二
者
と
小
田
原
藩
領
か
ら
な
る
相
給
村
落
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（Ⅲ）
他
領
助
郷
に
つ
い
て
は
、
幕
府
に
よ
る
助
郷
制
度
の
成
立
を
追
求
す
る
中
で
重
要
な
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
助
郷
制
度
は
、
交
通
量
の
増
加
に
仲
な
う
人
馬
徴
発
範
囲
の
拡
大
の
必
要
性
か
ら
、
支
配
領
主
関係を超越した助郷人馬徴発体制整備が要請されたことによって
個別領主権力による人馬徴発体制から、幕府権力による体制へと
移行した時期にその成立を求めようとする論証過程で、他領助郷
＝
一
一
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勤
高
の
内
殆
定
助
％
加
助
の
村
加
助
郷
村
定
助
郷
村
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
表
１
（文化七年「助郷帳」稲子家文書・「相模国小田原領の変遷と初期検地について」内田哲夫『神奈川県史研究』五より作成）
・
板
橋
・
風
祭
・
入
生
田
・
湯
本
・
中
島
・
町
田
・
今
井
・
久
野
・
池
上
・蓮正寺９飯田岡・中曽根・堀内・新屋・小代・栢山・曽比・
塚原・和田河原・竹松・宮台・牛嶋・尽下・円通寺・中ノ名・
怒
田
・
早
川
・
石
橋
・
米
神
・
根
府
川
・
江
ノ
浦
・
鴨
宮
・
矢
作
・
中
里
・下堀・下大井・千代・永塚・東大友・上大井・西大井・金子
・
金
手
・
小
八
幡
・
国
府
津
・
前
川
・
羽
根
尾
・
川
匂
・
田
島
・
曽
我
別
所・曽我原・曽我谷津・曽我岸・高田・別堀・延清・上曽我・
曽我大沢・飯泉・成田・荻窪・井細田・多古・穴部・府川・北
久
保
・
三
竹
山
・
沼
田
・
岩
原
・
炭
焼
所
・
狩
野
・
飯
沢
・
関
本
・
吉
田
鴫
・
金
井
鵬
・
福
泉
・
再
坪
・
弘
西
寺
・
班
目
・
小
市
・
岡
野
・
千
津
嶋
・猿山・苅ノ一色・苅ノ岩・矢倉沢・内山・平山・松田惣領・
同
庶
子
・
川
村
向
原
・
川
村
岸
・
山
村
山
北
・
三廻部・菅沼・弥勒寺
谷ヶ村・駒形新宿・六部新田・宮城野・字津茂・中山・虫沢・
土佐原・大寺・真名鶴・福浦・吉浜・門川・銚治尾・堀之内・
宮下・宮上・塔ノ沢・底倉・大平台・岩村
・
雑
色
・
鴨
沢
・
古
怒
田
・
赤
田
・
神
山
・
高
尾
藩
領
・
栃
窪
・
比
奈
窪
・
柳
・
井
ノロ・境・境別所・山田
・
遠
藤
・
松
本
・
久
所
・
田
中
・
北
田
・
半
分
形
・
五
分
一・藤沢・篠窪
・中村原・小ノ舟・上町
・
沼
代
・
小
竹
他
領
・
羽
根
・
西
田
原
・
東
田
原
・大竹・尾尻・今泉・堀
川・上大槻・下大槻・平
沢・名古木・落合・曽尾
・千・堀沼代・堀山下
・三ヶ村
・金子御替地
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が評価されたのである。勿論その成立時期については、各宿駅ご
沼小上中小北遠五半比藤井山田久松境栃篠
村分分奈境抑別
代竹町原船田藤一形窪沢口田中所本所窪窪
表２支配領主一覧（效加軒一一一榊距細川誰吐艸蠅伽証｝
村
名 法政史学第三十一一一号
江川太郎左衛門代官所
〃〃〃〃
．
〃〃
江
川
太
郎
左
衛
門
・
大
久
保
加
賀
守
一
一
給
〃
・
伏
屋
新
助
知
行
所
〃
〃
・石野二一拾郎知行所〃
高井但馬守知行所
〃〃
田中久左衛門知行所
小笠原豊後守知行所
〃〃
江川太郎左衛門・尾林三郎兵衛知行所一一給
江川太郎左衛門代官所
〃
黒田五左衛門知行所
領
主
とに異なってくるのは当然のことである。しかし全体的な傾向と
しては、幕領及び小藩主等の混在する地域に位置する宿駅におい
ては、元禄七年の幕府道中奉行による助郷再編成時以前に徴発権
の移行が見られ、藩領に位置する宿駅においては、元禄七年段
階迄そうした傾向があまり見られないというのが一般的理解であ
（、）
る。小田原宿は、周知のように十一万石余の譜代藩に位置する宿で
ある。当宿における助郷に関する史料的初見は、貞享三年の稲葉
氏転封・大久保氏再入封時に作成された『御引渡記録集成』の中
（、）
に見塵える。
小田原宿伝馬百疋之外、在々助馬五拾疋遣し候村ミ酒匂村・
小八幡村・国府津村・前川村・羽根尾村・川輪村・中里村・下
堀村・高田村・別堀村・今井村・町田村・中島村・早川村・板
橋村・風祭村・入生田村・湯本村
この史料によれば、小田原宿常備伝馬百疋で賄い切れない時
は、酒匂村を始めとする十八ヶ村で合計五十疋迄の助馬を差し出
すというものである。この十八ヶ村は全て小田原藩領諸村であ
り、内十七ヶ村は宿駅と同郡である足柄下郡に位置する。またこ
の記録の上では、助郷勤高の記載はない。以上のような点からこ
の段階での十八ヶ村からの助馬の徴発権が幕府にあると考えるに
（皿）
は甚だ不十分である。小田原宿助郷が他領をも組糸込承、その徴
発権が幕府へ移行するのは、元禄七年の助郷再編成時に求められ
る。幕府は助郷再編成に先立ち元禄二年、
四
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一、昔は宿々助郷村々、一領切・郡切杯之様相附、人馬差支も
有
之
二
付
、
元
禄
二
Ｕ
年
、
其
宿
切
二
最
寄
を
致
吟
味
、
高
も
相
応
二
助
郷
村
を
相
附
、
只
今
以
往
還
御
川
相
勤
申
候
、
助
郷
最
寄
遠
近
等
之
訴訟有之候得とも委細承届、品ニォ組之もの見分二屯過し、
（ｕ）
割替等仕候、
と
い
う
よ
う
に
、
従
来
領
切
・
郡
切
に
設
定
さ
れ
て
い
た
助
郷
村
を
、
術
切に支配領主を超越して細成しようとする意図が窺われる。この
ような意図をもって聯府道中奉行は元禄七年五街道宿駅を中心に
定助郷・大助郷・助郷勤高を記した助郷帳を下附することによっ
て、他領村組永込孜を含む助郷再編成を遂行した。
（胆）
小田原宿に下附された助郷帳によれば、当宿助郷は、定助郷十
六ヶ村勤高六七一一一一石・大助郷六十六ヶ村二万六一一二四石、合計
七十九ヶ村三万二九五五石である。この七十九ヶ村は、足柄下郡
五十一ヶ村・足柄上郡二十七ヶ村・淘綾郡一ヶ村で構成されてお
り、貞享三年時に比べ酒匂川沿いに拡大している。
（肥）
ま
た
、
同
時
に
出
さ
れ
た
次
の
史
料
に
よ
る
と
、
定
助
郷
・
大
助
郷
高
今
度
従
御
公
儀
高
割
被
仰
付
二
付
、
御
証
文
写
致
相
廻
候
間
、
村
々
二
写
置
可
申
侯
、
高
割
符
之
儀
重
而
可
被
仰
付
旨
二
候
間夫迄〈前々通り相勤可申候、
一、他領江〈此御証文之写別紙御触有之候間、此帳廻し申一一不
及候、尤御領内一一も一掛り切二廻り侯間、此帳面中筋村々計
此
配
符
順
二
皿
し
、
鼎
を
写
置
、
馴
村
が
帳
面
此
方
△
灰
し
可
被
申
候
以上、
と
い
う
よ
う
に
、
他
領
へ
の
徴
発
権
の
拡
大
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
かし実際には、前述七十九ヶ村のうち他領村は綴に三ヶ村に過ぎ
ず、この段階での助郷設定は、華本的には藩領村をもって賄なお
うとする姿勢が伺える。これは前述したように、小田原宿の宿付
村落が小田原藩の一円支配下にあり、小田原宿助郷が同一封境の
藩領村で十分賄えたということに拠るものであろう。
小
田
原
宿
助
郷
が
実
質
的
に
他
領
組
永
込
承
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宝
永
四
年
の
富
士
噴
火
に
作
な
う
砂
降
り
に
よ
っ
て
酒
匂
川
が
氾
濫
し
、
川
沿
い
の
助
郷
村
の
疲
弊
か
ら
再
編
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
条件下に始まるのである。これらの疲弊村は、享保三年頃より次
灸と助郷免除願いを差し出すようになったが、その結果幕府は比
較
的
被
害
の
少
な
か
っ
た
大
住
郡
諸
村
を
指
定
し
、
負
担
を
肩
替
り
さ
せ
よ（Ⅳ）
うとした。以上のような状況下で作成された享保十九年の助郷帳
によれば、村数一一三ヶ村、勤高一一一万一一一五八二石で、元禄段階よ
り一一一十四ヶ村、六七二石の墹加を見ている。しかしこの一一一一一ヶ
村のうち半数以上の六十五ヶ村が他領村であることからふれば、
小
田
原
宿
に
お
け
る
他
領
村
へ
の
助
郷
徴
発
権
の
現
実
的
な
拡
大
は
、
藩
領
助郷村の疲弊等によって、助郷役の肩代りをさせるべく多くの他
領村を組糸込んだこの時点に求められるといえるのであろう。
このような背景を以って組承込まれた他領助郷は、編成された
後
ど
の
よ
う
な
形
態
で
徴
発
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一、轡者人足拾人相当候節者宿方二而三人、御一展二而一一一人、助郷
二而一一一人、他領二而壱人差出し、柳無差支御継立可仕、尤人足
多分二而一一一シ割一一いたし七拾人二当候迄〈宿方二而七拾人差出、
其余相過候分〈御一屋丼助郷・他領一両割合相立可申事、
一
二＝、
五
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（旧）
この史料にＪも坂極められているように、たとへぱ人足十人が必
（⑲）
要な時は宿方にて一一一人・御一雇人足にて三人・助郷（藩領助郷）に
て三人・他領助郷にて一人というように、藩領助郷と他領助郷と
には徴発体制上に区別があり、人足割合の基婆但が存在している
のである。このような徴発側の個別領主を意識した区別は、当然
被徴発側である助郷農民の中にも存在していることが予想される
ところであり、この期の粉争のように、他領助郷としての意識を
かざして訴訟が展開されることにもなり得ると思われる。
すなわち文化期の助郷紛争は、この他領助郷一一十一ヶ村が、宿
問屋と助郷肝煎を相手取って起したものであり、その争点は前述
のように宿人馬、殊に囲馬の遣い方についてであった。
小田原宿における囲馬は、前掲の済口証文にもあるように享保
十年五疋が急御用のためとして囲い置かれた「古囲」と称するも
のと、その後宝暦八年に十五疋が設定され、「新囲」と称したＪも
のとがある。その遣い方については
新囲拾五疋之儀、若囲置候〈、其時を問屋方が助郷惣代肝煎之
者共江申談可取計、
（別）
という坂極めがなされていたのである。ところが徐戈に宿方と助
郷肝煎の間に馴れ合いが生じ、「新囲」十五疋を囲切るようにな
り、この分が他領助郷へ転嫁されたものと訴訟方は考え、今回の
（皿）
紛争に及んだ？もの，と思われる。
ロ、紛争の重層性
この一連の訴訟の中て、前掲の済口証文には現われてこない
法政史学第一一一十三号
が、もう一つの流れと巽、「相助馬」名目の廃止に関する紛争
が内在しているのである。
まずこの「相助馬」なるものがどのような性格のものであるか
考えてふたい。次に掲げる史料は文化五年に小田原宿より道中奉
（泌）
行に差し出した史料である。
人馬遣方之訳、
一、日を宿人馬道方之次第、
此儀御定百疋之内弐拾疋囲馬残伽宿役八拾疋持揃可申候処、
無田之宿場飼料一一も差支漸を七拾疋宿内一一而持立拾疋老近在
村方二而立馬二仕置金子三拾両貸渡壱駄二付四百文宛之足銭勘
定を以差引仕候積二而相渡置、平生〈宿内七拾疋迄二而相勤銘
を馬主名前書記口を立順を触当、其日相残り候者翌日之ロー
立触当申候、且助郷馬相触候節老右宿内七拾疋二立馬拾疋差
加宿馬八拾疋之内命享保十年宿井五疋五人囲人馬被仰付、
其後宝暦年中不時為御用拾五疋弐拾五人囲人馬被仰付候、右
弐拾疋囲馬之内五疋者雇を以相囲拾五疋者正宿馬八拾疋之内
一而相囲候二付、宿馬正六拾五疋二相助馬ト唱拾五疋雇馬を以
相立宿役八拾疋二都合仕助郷馬触当申侯、尤御泊荷物多く助
郷馬江御泊御荷物触当候節又夜中御飛脚馬井宿馬病馬当替馬
為用意其時を見計宿馬一一而五六疋又は七八疋も残置、若夜中
相立不申侯は翌日御昼通之御荷物二相立申侯、右相助馬卜唱
ひ雇馬を以御賄仕候儀者当宿之儀外宿与連山坂難所遠路日没
一一相勤、其上宿付田畑者無御座無田之宿場一一而宿馬持続相出
来不申潰馬多難儀至極仕、幾重二も御宿百疋持揃候儀出来兼
一一一一ハ
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一一付百疋之内八拾疋持立平生者右八拾疋二而相勤助郷相触候
節〈弐拾疋雇馬を以、御定百疋之都合仕御賄仕度先年段々御
訴
訟
奉
申
上
、
享
保
二
酉
年
よ
り
仕
助
郷
高
相
触
候
節
は
相
助
馬
ト
唱
ひ弐拾疋住属馬を以御往来御賄仕来侯処、其後両度二弐拾疋
賄囲馬被仰付候二付、夫より仕助郷触候節〈右為囲馬与五疋
は一展馬を以相囲拾五疋者宿正馬二而相囲置候付、残て宿正馬
六拾五疋二相助馬与唱へ拾五疋雇馬を以定馬八拾疋ノ都合一一
相立助郷馬触当御賄仕来申侯、（下略）
この史料によれば、小田原宿は無田の宿であるので飼料などを
確保しえず、宿常備馬八十疋を揃えるのがむずかしく、内十疋を
近在村方からの立馬によって賄っていた。（これが前述した小竹
立馬であると思われる。）また享保十年に「古囲」と称される五
疋五人、さらに宝暦年中（八年）に「新囲」と称される十五疋二
十五人の都合二十疋三十人の囲人馬が設定された。このため宿で
は雇馬の内五疋・宿馬の内十五疋を囲い込象、助郷触れ当ての時
には宿正馬六十五疋に「相助馬ト唱拾五疋一履馬を以相立、宿役八
拾疋二都合仕助郷馬触当申侯」という宿常備馬の確保体制を取っ
たのである。小田原宿の人馬継立ては、上りは箱根山を越え、三
島宿迄継ぎ通さねばならず非常に過重負担であり、さらに城下町
宿駅のため宿付田畑に乏しく、囲人馬設定以前の常備馬百疋を持
揃えることは困難である等の理由から、享保二年に一一十疋の「相
助馬」と名目を付けた雇馬が許可されるに至った。その後享保・
宝暦度に囲馬が設定され「相助馬」は十五疋となり、宿正馬六十
五疋とこの十五疋を合わせて、宿常備馬八十疋としたことなどが
文化期小田原宿における助郷紛争について（大和田）
前掲史料から瀧報されるのである。
また次の史料によっても、
享保二乙酉年一一一月廿八日
「町年寄為左衛門呼出し為中間候老伝馬八拾疋二仕相助弐拾
疋都合百疋之積二仕度段道中御奉行様方江御屋敷ろ御通達被
下候様二去冬町役人共相願候二付道中御奉行様方江御通達
（道中奉行松平石見守乗宗）
被成候……（中略）石見守様が此方御留主居御呼被仰聞く右
之段間屋共江為中間侯様申渡侯、
とあるように、享保二年町年寄の要請により道中奉行から二十疋
の「相助馬」を認められたことがわかる。さらに同史料には、
享保四亥年
馬
、
立
馬
四
万
七
百
九
拾
弐
疋
内
町馬壱万三千六百九拾疋
相肋弐千百七拾疋
定助馬四千三百拾八疋
大助馬五千九百拾三疋
出馬壱万四千七百五拾疋
（略）
とあり、実際に相助馬が徴発されていたことがわかる。
以上の事から判断すると、「相助馬」というものは、幕府から
の囲馬設定以前に、前述した小田原宿のもつ特殊性のために認め
らたれ雇馬であり、囲馬設定以後もさらに引き続き存続したもの
であることがわかる。それではこの「相助馬」徴発体制のいかな
一
七
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（配）
るところが争点となったのであろうか。次の史料は（註⑳）「相
助名目御差留願書写」の一部である。
殊二相助馬与名目を唱へ、拾五疋空馬一一致し置或〈戻馬・稼馬
等之類二而御継送り致し、是述も是迄宿方二而勝手之御荷物印譜
日〆帳江者品能書顕し候得共、右様我儘之取計仕候故、矢張助
郷難儀一一相成候、
これによると、宿側は「相助馬」と名目をつけた十五疋を宿常
備馬のうちの十五疋分に肩代りさせることを帳簿には不正に記入
しているため、助郷側はその分の負担転嫁を受けて難渋してい
る。そのため「相助馬」名目を廃止して欲しいということを要求
したのである。つまり囲人馬が急な御用の時の準備としてという
理由で設定されたのに対して、実際には囲い切りにされてしまう
のと同様、「相助馬」十五疋も名目としての承残り、実際には助
郷へ負担転嫁がなされたのである。結局小田原宿においては、凹
馬一一十疋と、この「相助馬」十五疋を定式馬百疋から引いた六十
五疋を遣い切った段階で、宿側が助郷側へ人馬徴発を触れ当てて
いたのである。
文化期の紛争はこのようなことに不満をもった助郷側からの訴
訟であった。
（妬）
このことに関して、宿方より差出された趣意書によれば
一、相助馬之儀者無田之宿場、秣飼料茂差支中々持立出来不致
候間、道中御奉行所様江先年御願被下置候様御領主様江奉願
上侯間別而仰達、享保一一酉年御聞済二被成、夫ｊ百年来仕来
二付是迄之通一一取計可申、尤相助雇馬拾五疋急度雇立置馬足
法政史学第三十一一一号
並揃、空馬二無之様取計可申亭、
とあり、「相助馬」は享保二年に道中奉行より認められたもので
あることを主張している。もっとも宿側としても「相助馬」の
取り扱いについては、空馬にせず正路に行なうべき旨を述べてい
る。これに対して助郷側も、
相助馬名目儀者縦令享保二年御聞済相成候而も兼戈申上候通、
其後享保十年・寛政之度宿を御触も有之候得皆相助名目者消候
事相心得罷在侯、
（〃）
という趣意書を提出している。これによれば、助郷側としては、
（班）
享保二年に認められた「相助馬」はその後享保十年・寛政度の触
れによって消滅したものと主張し、両者平行線をたどるのであ
る。以後この「相助馬」についての紛争を追って行くつもりであ
るが、ここで確認しておかなければならないことは、この「相助
馬」に関する紛争の訴訟方は、惣助郷であるということである。
つまり、前述のように空馬とされた十五疋分の馬役負担は惣助郷
に転嫁されるわけであるから、その廃止要求は惣助郷一体で行な
ったものと理解される。
この「相助馬」に関する訴訟において、初めて道中奉行より沙
（羽）
汰が下ったのは、文化十二年八月九日の事であった。
相助之儀者勿論、新囲迎茂囲切二者決而不相成……
とこの段階では全面的に助郷側の要求が承認されたのである。し
かし綾十日後の再吟味の節には、
相助之儀、宿役人共而己申立候節二も無之、既御領主役所汐
御達も有之、然ル上者相助之儀易意二相潰候儀不相蛎ｗ：
＝
一
八
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と今度は一転して助郷側の要求が脚下されてしまったのである。
つまり、「相助馬」という役は領主承認のものであるので容易に
は取り潰せないという吟味が下ったのである。これに対して助郷
側では、
相助馬之儀者宿方之もの共申立計『｜も無之、御領主汐御達しも
有之趣被仰聞候処、其剛御他領惣代のもの共が右御達之始末者
御同領之義二有之候得者私共方二而承知可有之旨一一而聞合度由掛
合有之候得共、私共方一一而者右始末一向相弁不申候二付、其旨
相断候、
（、）
と
い
う
他
領
助
郷
よ
り
の
反
対
要
求
を
出
し
て
尚
も
「
相
助
」
名
目
廃
止
の
構えを貫くのであるが、以後数度に及ぶ吟味においても、その要
求
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「相助馬」についての最終的な裁定は史料的制約等のため、現
段階では明らかには出来ず今後検討の余地が残るところである。
し
か
し
、
こ
こ
で
少
し
「
相
助
馬
」
に
関
す
る
試
論
を
展
開
す
る
な
ら
ば、「相助馬」というのは前掲二点の史料を見ても明らかなよう
にその徴発権を個別領主が保証するという、いわゆる「領主役」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
幕府は五街道を中心に公儀権力下に交通というものを体系的に
把握して行こうとする動きの中で、東海道における最重要地点と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
小
田
原
宿
に
お
い
て
、
こ
の
「
相
助
馬
」
な
る
「領主役」が存在していたということは、注目に価するものであ
ろう。以上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
文
化
十
二
’
十
三
年
に
お
け
る
助
郷
紛
争
文
化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
文化十二年’十三年にかけての助郷紛争に対する従来の見解は、
訴訟方の主体・紛争の重層性共に妥当とは思われない。
つまり、訴訟方二十一ヶ村は加助郷としてではなく他領助郷と
し
て
の
相
互
関
連
を
も
ち
、
宿
問
屋
と
助
郷
肝
煎
を
相
手
取
っ
て
出
訴
し
た
ものであり、訴訟方の主体は他領助郷であることがわかる。さら
に
紛
争
の
重
層
性
に
関
し
て
は
「
相
助
馬
」
と
い
う
「
領
主
役
」
の
撤
廃
を
めぐって惣助郷が、宿問屋を相手取って出訴したということがこ
の
紛
争
に
内
抱
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
い
出
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
「領主役」ということが問題となるのも、他領助郷という支配領
主の違いを助郷村の農民が意識していたからであろう。
結局文化十二Ｊ十三年における助郷紛争は、囲人馬設定に伴な
う「公儀役」としての負担の助郷への転嫁に対する拒否運動と、
「相助馬」という「領主役」としての負担の助郷への転嫁に対す
る脆祈運動という璽層性が認められるという評価が与えられると
思う。最後にこの紛争を通じて現われた若干の問題点を掲示して小稿
を閉じたい。
まず、助郷役というものは元禄七年の再編成により、支配領主
は、①囲馬の過い方における宿問屋・助郷肝煎の馴合不正に対す
る他領助郷よりの出訴②「相助馬」負担に対する宿駅対惣助郷と
いう二重の形態を持った助郷紛争であったといえるのではないだ
ろうか。
お
わ
り
に
＝
一
九
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を越えた徴発体制が幕府権力を背景として達成されたが、小田原
宿においてはその後も「藩領助郷」「他領助郷」という区別が実
態
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
同
段
階
で
「
公
儀
役
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
助
郷
役
の
中
に
「
領
主
役
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
となどが挙げられる。
周
知
の
よ
う
に
小
田
原
藩
に
お
い
て
は
、
藩
側
の
史
料
が
非
常
に
少
な
く、藩政を解明することは困難であるといわざるをえない。交通
に
関
し
て
も
藩
の
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
小
稿
に
お
い
て
も
釈
然
と
し
な
い
点
は
多
を
あ
る
が
、
そ
の点に関しては史料の発掘と共に今後考察を深めていきたい。
註（
１
）
丸
山
雍
成
「
近
世
の
陸
上
交
通
」
（
豊
田
武
・
児
玉
幸
多
編
『
体
系
日
本
史
叢
書
型
』
交
通
史
所
収
）
（
２
）
何
右
一
八
六
頁
（
３
）
児
玉
幸
多
著
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
三
一
一
一
六
頁
吉
川
弘
文
館
（
４
）
宇
佐
美
ミ
サ
子
「
小
田
原
宿
に
お
け
る
宿
と
助
郷
村
と
の
係
争
」
ｓ
小
田
原
地
方
史
研
究
』
六
号
）
・
「
助
郷
騒
動
の
展
開
ｌ
享
保
三
年
の
史
料
よ
り
見
た
る
ｌ
」
（
『
小
田
原
地
方
史
研
究
』
九
号
）
（
５
）
岩
崎
宗
純
・
内
田
清
・
内
田
哲
夫
署
『
江
戸
時
代
の
小
田
原
』
一
三
四
頁
小
田
原
市
立
図
書
館
、
に
お
い
て
も
こ
の
紛
争
に
つ
い
て
宇
佐
美
氏
と
同
様
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。
（
６
）
足
柄
下
郡
府
川
村
「
稲
子
正
治
家
文
書
」
同
家
は
江
戸
時
代
府
川
村
の
名
主
で
あ
り
又
、
小
田
原
宿
助
郷
肝
煎
を
兼
帯
し
て
い
た
。
以
後
（
稲
子
家
文
書
）
と
記
す
。
（
７
）
（
稲
子
家
文
書
）
、
但
し
こ
の
証
文
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
方
の
惣
代
法政史学第一一一十三号
で
あ
る
足
柄
上
郡
山
田
村
了
義
寺
所
蔵
文
書
内
に
も
現
存
し
て
い
る
。
以
後
（
了
義
寺
文
書
）
と
記
す
。
（
８
）
文
化
十
二
年
十
二
月
五
日
「
宿
方
〃
差
出
候
趣
意
書
」
（
了
義
寺
文書）
（
９
）
文
化
八
年
「
助
郷
帳
」
（
片
岡
家
文
書
）
小
田
原
市
立
図
書
館
蔵
（
、
）
平
川
新
「
助
郷
制
度
の
成
立
と
展
開
」
ｓ
法
政
史
論
』
四
号
）
、
深
井
甚
三
「
助
郷
の
成
立
と
そ
の
存
在
形
態
」
（
『
文
化
』
四
二
巻
一
・
二
号
）
等
を
始
め
と
し
て
助
郷
制
度
の
成
立
に
関
す
る
問
題
は
近
年
著
し
く
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
平
川
氏
は
美
濃
路
を
例
に
取
り
、
寛
永
十
四
年
に
出
さ
れ
た
所
謂
「
助
馬
令
」
の
評
価
か
ら
、
助
郷
の
制
度
的
成
立
を
こ
の
段
階
迄
遡
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
深
井
氏
は
、
平
川
諭
が
地
域
的
特
殊
制
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
普
遍
化
す
る
事
は
む
ず
か
し
く
、
幕
領
・
私
領
宿
駅
も
含
め
全
国
的
に
助
郷
制
度
が
成
立
す
る
の
は
、
元
禄
七
年
の
幕
府
道
中
奉
行
に
よ
る
助
郷
再
編
成
時
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
未
だ
定
説
を
見
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
尚
一
層
の
個
別
宿
駅
に
関
す
る
事
例
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
（
ｕ
）
幕
府
道
中
奉
行
が
直
轄
す
る
五
街
道
及
び
付
属
脇
往
還
を
対
象
と
する。
（
⑫
）
『
神
奈
川
叢
書
』
第
一
編
（
旧
）
平
川
新
「
助
郷
制
度
の
確
立
過
程
」
（
児
玉
幸
多
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
近
世
交
通
史
研
究
』
五
十
頁
吉
川
弘
文
館
）
の
中
で
、
領
内
助
郷
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
（
ｕ
）
「
享
保
二
酉
年
七
月
十
日
井
上
河
内
守
殿
へ
上
ル
、
加
役
道
中
奉
行
勤
方
之
儀
申
上
候
書
付
」
（
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
九、幕府法令下、三七七頁「駅肝録」一一一五号、吉川弘文
館）
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（
配
）
『
明
治
小
田
原
町
誌
』
上
、
小
田
原
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
集
成
１
、
八
九
’
九
○
頁
、
小
田
原
市
立
図
書
館
発
行
（
皿
）
文
化
十
二
年
等
（
稲
子
家
文
書
）
（
配
）
文
化
十
二
年
八
月
晩
日
（
稲
子
家
文
書
）
（型）
／~、／=､
２１２０
、_ノ、_ノ
（山）
／■､グー、グー、
ｌ８１７１６
Ｌ－ノ、＿ノミーノ
（咽）文化
期
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
紛
争
に
つ
い
て
（
大
和
田
）
元
禄
七
年
二
月
「
東
海
道
小
田
原
宿
助
郷
帳
」
（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
９
近
世
６
二
二
四
頁
）
例
右
「
小
川
原
描
助
郷
帳
」
（
片
岡
家
文
書
）
小
田
原
市
立
図
書
館
蔵
文
化
十
二
年
五
月
「
宿
・
助
郷
・
他
領
助
郷
・
御
雁
申
合
規
定
証
文
下
醤
」
（
稲
子
家
文
書
）
小
田
原
宿
に
お
い
て
は
宿
常
備
人
足
百
人
以
外
に
領
主
雇
と
し
て
六
三
一
人
の
人
足
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
御
一
胚
人
足
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
ミ
サ
子
「
小
田
原
宿
経
営
の
実
態
」
ｓ
小
田
原
地
方
史
研
究
』
五
号
）
・
同
「
助
郷
騒
動
の
展
開
Ｉ
享
保
三
年
の
史
料
よ
り
見
た
る
ｌ
」
（
註
④
）
に
詳
し
い
。
文
化
十
二
年
正
月
「
乍
恐
以
返
答
書
奉
申
上
候
」
（
稲
子
家
文
書
）
何
右
の
史
料
の
中
に
助
郷
肝
煎
よ
り
の
返
答
と
し
て
、（を力）
訴
訟
方
之
者
共
儀
〈
馴
〈
口
候
様
相
心
得
峡
哉
私
共
も
相
手
取
奉
出
訴
候
始
末
一
一
罷
成
奉
恐
入
候
儀
一
一
御
腿
候
、
乍
併
前
件
奉
中
上
Ⅶ
仕
儀
と
耐
助
郷
難
渋
之
次
第
者
一
領
辿
も
同
様
之
儀
一
両
私
共
似
々
必
至
与
難
儀
仕
侯
：
。
…
と
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
も
他
領
助
郷
の
窓
識
が
窺
わ
れ
る
。
又
こ
こ
で
助
郷
肝
煎
は
、
府
川
村
七
兵
衛
・
川
府
津
村
覚
右
衛
門
で
、
共
に
藩
領
助
郷
の
村
役
人
で
あ
る
。
「
柑
助
馬
」
廃
止
に
関
す
る
史
料
は
、
稲
子
家
文
書
に
文
化
十
二
年
八
月
九
日
ｌ
同
十
二
月
九
日
迄
現
在
の
所
十
四
点
確
認
さ
れ
て
いる。
〔付記〕
本稲は、卒業論文を基にして作成したものであり、卒論作成
時に御指導いただいた村上直先生・宇佐美ミサ子氏、又史料的
便庇を計っていただいた府川稲子正治・山田村武山弘道氏に深
く謝意を表します。
（
妬
）
文
化
十
二
年
十
二
月
五
日
「
宿
方
ｊ
差
出
侯
趣
意
書
」
（
了
義
寺
文
書
・
稲
子
家
文
書
）
（文化十二年）
（マや）
（ママ）
（
汀
）
亥
十
一
一
月
九
日
「
御
白
洲
御
吟
味
勤
書
、
助
郷
方
が
宿
方
へ
欠
ヶ
合
之
趣
意
書
も
有
之
候
」
（
稲
子
家
文
書
）
（
鍋
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
六
七
○
頁
（
麹
）
文
化
十
二
年
八
月
九
日
「
補
助
郷
出
入
御
吟
味
書
」
（
稲
子
家
文
栽日）
（
帥
）
文
化
十
二
年
八
月
十
九
日
「
耐
助
郷
出
入
御
吟
味
書
」
（
稲
子
家
文書）
（皿）八几晦日「相助名目御差留願写」（稲子家文書）
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